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Accellvecs
Autologous	Cancer	Cell	Vector	System臨床研究の⽬的

改良型腹⽔濾過濃縮再静注法（KM-CART）の洗浄液中に回収される患者
腹⽔中の細胞集団を解析する

上記細胞集団を利⽤する新規免疫細胞療法（シン・ベック）の安全性と
有効性を評価する
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Accellvecs
Autologous	Cancer	Cell	Vector	Systemシン・ベックの構造と作⽤メカニズム

Øシン・ベックとは︓KM-CART洗浄液中細胞に低分⼦化合物α-GalCer（アルファーガルセル）
を封⼊後、放射線滅菌した後に回収される無菌的加⼯細胞である。
Ø作⽤メカニズム︓
１）体内でNKやNKT細胞の働きでシン・ベックが破壊され、患者様⾃⾝のがん抗原（ネオアン
チゲン）が放出される。
２）体内の樹状細胞がネオアンチゲンに特異的な免疫細胞を活性化し、記憶細胞となる。
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Accellvecs
Autologous	Cancer	Cell	Vector	SystemKM-CART洗浄液の回収⽅法
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改良型腹⽔濾過濃縮再静注法（KM-CART）の洗浄液中
に回収される細胞集団の解析

CD1d発現腫瘍細胞のフローサイトメーター解析
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#1:卵巣がん #2：卵巣がん #3：卵巣がん #4：胃がん

解析したKM-CART洗浄液（７検体）

#5：胃がん #6：卵巣がん #7：大腸がん
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Accellvecs
Autologous	Cancer	Cell	Vector	SystemKM-CART廃液にはCD1d陽性細胞が存在している

→シン・ベックに利⽤できる可能性を⽰唆

KM-CARTで回収される洗浄液（貯留バッグ）7検体をご分与いただいた。
細胞を回収し⾚⾎球破壊後、各種蛍光抗体で細胞表⾯を染⾊した。
セルアナライザーで各種細胞分画の解析を⾏った。
CD45-EpCAM+腫瘍細胞分画︓すべての検体に存在を確認。NKTリガンド受容体CD1d発現細胞の存在も確認した。
CD56+NK分画︓解析した検体（#1-4, #6)全てに存在を確認。特に検体#1で多かった。
CD3+T細胞分画︓解析した検体（#1-4, #6)全てに存在を確認。
CD4+CD127loTreg分画︓解析した検体（#3と#4）に存在を確認。
Vα24+NKT細胞分画︓卵巣がん検体（#1, 2, 3）に存在を確認。胃がん検体#4では未検出。
CD1d(NKTリガンド受容体)high細胞分画︓卵巣がん検体全てにCD11c（樹状細胞マーカー）陽性細胞に⼤量に存在しCD1dが強
陽性。
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#1 2022/1/19 Ovalian 3.0 3 X 108 0.55 56.4 26.8 67.3 4.2 0.088 ND 14.9 0.16
#2 2022/1/20 Ovalian 2.0 0.8 X 108 0.07 24.4 0.9 97.3 0.7 0.077 ND 0.8 0.30
#3 2022/2/3 Ovalian 3.0 ND 0.05 9.1 2.7 9.4 0.2 0.002 1.90 ND 0.02
#4 2022/2/3 Stomach 1.5 ND 0.57 8.1 1.0 16.6 0.1 0.000 2.55 ND 0.00
#5 2022/4/3 Stomach 1.8 0.7 X 108 0.32 41.4 ND ND ND ND ND 19.1 ND
#6 2022/5/9 Ovalian 1.8 1.5  X 108 21.1 99.0 4.5 52.2 ND ND ND 8.0 ND
#7 2022/5/25 Colon 1.0 0.04  X 108 0.015 99.1 ND ND ND ND ND ND ND
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Accellvecs
Autologous	Cancer	Cell	Vector	System

KM-CART洗浄液中細胞を利⽤する新規免疫細胞療法
（シン・ベック）の安全性と有効性の評価
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Accellvecs
Autologous	Cancer	Cell	Vector	System臨床研究︓試験管内でのシン・ベックの抗腫瘍効果

KM-CARTで回収される洗浄液（貯留バッグ）を2検体（追加）ご分与いただいた。
細胞を回収し⾚⾎球破壊後、各種蛍光抗体で細胞表⾯を染⾊した。
セルアナライザーで各種細胞分画の解析を⾏った。
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アルファ・ガルセル（KRN7000）添加後インキュベーション
することによって腫瘍細胞（ CD45-EpCAM+）が減少した
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臨床研究︓患者さんへの シン・ベック投与後のNK活性と⽣存率
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シン・ベック シン・ベック

腹水貯留量低下
がんマーカー低下

自宅療養中

腹水血性消失
→舌癌転移→放射線治療

→舌癌退縮

NK活性上昇率：264%

NK活性上昇率：119%

NK活性上昇率：178%

（日数）

腹膜播種
卵巣子宮摘出、大網切除
再発４回抗癌剤中止2022

生存中✙死亡
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Accellvecs
Autologous	Cancer	Cell	Vector	Systemまとめ

KM-CART洗浄液にシン・ベック製造に必要な材料（腫瘍細胞や樹状細胞）の存在
を確認した。
KM-CART洗浄液中細胞から製造したシン・ベックは試験管内で腫瘍細胞数を減ら
した（特許出願済）。
がん患者様５名（卵巣がん４名、膵尾部がん１名）にシン・ベックの点滴投与を⾏
い、４週間間隔で２回投与できた卵巣がん患者様３名については安全性とNK活性の
上昇を確認し、そのうち2名は腹⽔貯留が⼤幅に軽減される有効性が認められている。
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